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 「美
う ま

し国おこし・三重」の取組状況について 

     

 

１ 目的 

  「文化力」を生かした自立・持続可能な地域づくり 

 

２ 取組の柱 

（１） 自発的な地域づくりグループへの支援 

（２） 自立性・持続性を高めるしくみづくり 

（３） 新たなイベントスタイルによる地域力の結集と成果の情報発信 

 

【基本構想より】 

〔テーマ〕  

  「めぐる つむぐ はぐくむ 常若の三重」 

〔基本理念〕 

私たち日本人の暮らし、生き方の原点を見つめ直すことで、人と人、 

人と地域、人と自然の関係を創り上げ、自立・持続可能な地域づくり 

～美
うま

し国おこし～を進めます。そして、地域づくりのさまざまな取組や  

活動、その成果をイベントを通じて、全国、世界に発信していきます。 

〔基本方針〕 

（１） 地域の個性や文化にこだわります 

（２） “私たちの暮らしの場”そのものが舞台です 

（３） 住む人、訪れる人、みんなが主役です 

（４） 目的を共有し、取組の成果を検証します 

（５） 新たなイベントのスタイルを創造します 

 
３ 取組の概要 

  「美
うま

し国おこし・三重」は、地域の多様な主体が「美
うま

し国おこし・三重」実行
委員会を設立し、特色ある地域資源を生かして取り組む地域づくりを基本に、多
彩な催しを展開することにより、地域の魅力や価値を向上させ、発信するととも
に、集客交流の拡大を図り、自立・持続可能な地域づくりへとつなげていく取組
です。 

  2009年（平成21年）のオープニングに始まり、「地域での美
うま

し国おこし」と「テ 
ーマに基づき全県的に取り組む美し国おこし」に６年間にわたって取り組み、そ
の成果を2014年（平成26年）の集大成イベントへ集約し、披露します。 

  まずは、この取組の基本となる座談会を各地域で開催し、地域における“絆”
づくりや地域資源を活用して付加価値づくりに取り組む地域の皆さんのグルー
プ化やグループの活性化を図ります。 
実行委員会は、地域をより良くしていこうとする活動が自立・持続できるよう、

この取組の期間中、人づくり、グループ育成のための支援を行っていきます。 
 



2 

 
４ 取組の構成 

（１）地域での美
うま

し国おこし 
地域の皆さんが主体的に地域づくりを継続していけるよう、地域の連携や、し

くみづくりを進めていきます。 
○ 「座談会」の開催 
○ パートナーグループ登録の実施 
○ サポートメニューの運用（人材育成研修、専門家派遣、財政的支援など） 
○ 成果発表・交流会の開催 

 

（２）テーマに基づき全県的に取り組む美
うま

し国おこし〔2010 年（平成 22年）～〕 

   パートナーグループの活動の中から共通する分野の活動を連携し、「テーマに

基づき全県的に取り組む美
うま

し国おこし」 として全県での取組を推進します。 
 
（３）節目に行う効果的な情報発信の取組 

①「美
うま

し国おこし・三重」オープニング〔2009年（平成 21年）〕 
   多様な主体による地域づくりの全県的な取組としての期待感を醸成するオ

ープニングを行います。 

  ○ 「美
うま

し国おこし・三重」オープニング宣言（４月 18日（土）） 

○ オープニングⅠ（地域づくりを「対話する」大会） 
… 市町での拡大座談会、広域での「対話する」大会 

○ オープニングⅡ（地域づくりを「実践する」場）） 
… キックオフプロジェクト 

 ○ オープニングⅢ（県や市町などの大規模イベントとの連携） 

 

② 「美
うま

し国おこし・三重」集大成イベント〔2014年（平成 26年）〕 

    「地域での美
うま

し国おこし」と「テーマに基づき全県的に取り組む美
うま

し国お

こし」の成果を集約・披露し、各パートナーグループの活動の集大成となる

集客交流イベントを展開します。そして、その成果を共有し、自立・持続可

能な地域づくりの新たな出発点とする宣言を行い､その後の地域づくりにつ

なげていきます。 

 

５ これまでの経緯 

平成 19年 2 月  三重県が、「こころのふるさと三重」づくりをテーマとしたイ

ベント基本構想検討委員会を設置（以降３回開催） 

8 月  条例（６月に設置条例可決）に基づき三重県が基本構想策定

委員会を設置（以降、小委員会を含めて５回開催） 

11 月  基本構想策定委員会 若林委員長から知事に基本構想を答申 

          三重県が「美
うま

し国おこし・三重」推進本部を設置 

平成 20年 2 月  「美
うま

し国おこし・三重」実行委員会設立、基本構想確定 

4月  基本計画の策定に着手 
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(有)Landa Associates（代表：宮本倫明氏）に調査委託 

9 月  三重県議会第２回定例会９月会議に三重県基本計画を議案と

して提出 

     10 月  三重県議会公聴会の開催及び常任委員会における参考人招致 

     11 月  執行部において訂正した三重県基本計画議案が県議会におい 

て可決 

          実行委員会第 4回会議において、実行委員会基本計画承認 

平成 21 年 1 月  「美
うま

し国おこし・三重」プロデュース及び平成 21 年度実施計

画策定調査業務を公募。選定の結果、(有)Landa Associates（代

表：宮本倫明氏）に決定 

        座談会、説明会などの開始（最初の座談会は１月 31日（土） 

の玉城町） 

        県の地域機関(県民センター単位) に「美し国おこし・三重」 

地域支援本部を設置   
     4月  三重県が「美

うま

し国おこし・三重」の取組を多様な主体とともに 
総合的に推進するため、各県民センターに「美し国おこし・三重」 
推進室職員（職員１名、非常勤職員１名）をそれぞれ配置 
 「美

うま

し国おこし・三重」のオープニング宣言、シンボルマー 
ク最優秀賞受賞者表彰式、地域での PR活動の実施 

 

６ 平成２１年度の取組状況 
（１）「美

うま

し国おこし・三重」オープニング宣言 
４月 18 日（土）、「県民の日」記念事業の中で、実行委員会会長（三重県知

事）によるオープニング宣言やシンボルマーク最優秀賞受賞者表彰式等を行う
とともに、県内各地で、「美

うま

し国おこし・三重」のＰＲ活動を行い、「美
うま

し国お
こし・三重」の本格的な取組を開始しました。 
 

（２）「座談会」等の開催状況 
座談会等の開催につきましては、「地域づくりに取り組んでいる」或いは「こ

れから始めようとする」住民の皆さんを対象に、地域の課題や将来の展望を語
る場となる座談会、説明会等を市町と調整の上、別紙のとおり開催しています。 
（１月末日現在、延べ５２３回開催。Ｐ７参照） 

 
（３）パートナーグループ登録の状況 

「美
うま

し国おこし・三重」の取組の趣旨に沿って、自発的に地域をより良くして
いこうとする活動を行うパートナーグループの登録を開始しました。毎月１５日
までに実行委員会に申請をいただき、月末までに登録手続きを行っています。 
１月末までに合計１３２件の登録を行いました。 
 

（４）サポートメニューの運用 
① 人材育成研修の実施 

パートナーグループや中間支援組織、市町職員等を対象とする「ファシリ
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テーション研修」及び「広報・情報発信研修」を平成２１年度から３年間実
施します。今年度受講された皆さんからは、概ね好評を得ています。（Ｐ８
参照） 

 【平成２１年度実施エリア・時期】 
  ・ ファシリテーション研修（期間中の４日間実施） ５２名が受講 
     津（８～１０月）、四日市（８～１０月）、伊勢（９～１１月） 
  ・ 広報・情報発信研修（期間中の３日間実施）   ５１名が受講 
     桑名（９～１０月）、尾鷲（１０～１１月）、伊賀（１０～１１月） 
 
② 専門家派遣の実施 

パートナーグループの活動を活性化し、課題を解決するため、パートナー
グループの要請に基づき、プロデューサーと協議の上、ふさわしい専門家を
派遣しています。 （平成２２年１月末現在５件） 

 
③ 財政的支援の実施 

プロジェクトを企画し、認定を受けたパートナーグループに対し、市町の
考え方に沿って、初期投資にかかる経費を１回に限り市町とともに支援して
います。（平成２２年１月末現在４件） 

 
（５）サポーターズクラブの創設 

   「美
うま

し国おこし・三重」の趣旨に賛同し、取組を応援していただける方に、
取組のＰＲや実行委員会の取組・パートナーグループの活動の支援をお願いす

るものです。サポーターの方に「美
うま

し国おこし・三重」の情報をお届けし、可
能な範囲でお手伝いいただけることを期待しています。（Ｐ９、１０参照）   
１月末現在４６名９団体にご登録いただいています。 
 

（６）マスコットキャラクターの募集 
   平成２２年２月２５日（木）まで、「美し国おこし・三重」の取組にふさわ 

しいマスコットキャラクターの募集を行っています。（Ｐ１１、１２参照） 
 

（７）オープニングⅠ（地域づくりを「対話する」大会） 
  「美

うま

し国おこし・三重」の理念や取組を知っていただき、地域の課題や展 
望について、地域づくりに取り組む皆さんが対話する集会を、ワールドカフェ 
方式で行います。（市町と調整の上、実施します。）（Ｐ１３、１７参照） 
① 市町での拡大座談会 

平成２１年６月２５日（木）に紀宝町、１０月１５日（木）に志摩市、 
１１月４日（水）に伊勢市、１１月８日（日）に多気町、１１月２２日（日） 
に桑名市、１１月２９日（日）に紀北町、平成２２年２月７日（日）に紀宝 
町で実施 

 
② 広域での「対話する」大会 

県内５箇所で実施することとしており、平成２１年１２月２０日（日）に 
玉城町、平成２２年１月２３日（土）に津市、１月３０日（土）に桑名市、
２月６日（土）に名張市で実施 
【今後の予定】 

平成２２年２月１４日（日） 尾鷲市中央公民館 
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（８）キックオフプロジェクト（オープニングⅡ（地域づくりを「実践する」場）） 

「美
うま

し国おこし・三重」の取組のモデルとなる事業をキックオフプロジェク 
トと位置づけ、積極的に支援し、広報していきます。（Ｐ13参照） 
また、活動成果を発表する交流会を平成２２年２月２８日（日）にメッセウ 

イング・みえで開催します。（P１４～１６参照）  
 

【キックオフプロジェクト名】※（ ）内は、主たる活動地域 
○ 桑名の千羽鶴（連鶴）プロジェクト（桑名市ほか１０市町） 
○ 地産地消・商店街活性化・福祉のまちづくり連携プロジェクト（四日市） 
○ 住民交流カフェプロジェクト（亀山市） 
○ 手作り甲冑プロジェクト（津市） 
○ たき環境くらぶ「竹遊号（ちきゅうごう）」プロジェクト（多気町） 
○ 参宮ブランド｢擬革紙｣復興・振興プロジェクト（玉城町ほか３市町） 
○ 地域の文化人をテーマにした地域づくりプロジェクト（名張市） 
○ 下河内の里山を守るプロジェクト（紀北町） 
 
○ 東紀州地域の農業を守れ 侍プロジェクト（七人の農業人獲得大作戦） 

                            （紀宝町ほか４市町） 
○ 医食同源・三重の生物資源利活用プロジェクト（伊勢市ほか１８市町） 
 

（９）オープニングⅢ 

県や市町などの大規模イベントと連携し、「美
うま

し国おこし・三重」の取組を
ＰＲしていきます。 
① 熊野古道世界遺産登録５周年記念事業との連携（７月、１１月） 
② 第３３回全国高等学校総合文化祭との連携（７月） 
③ 上記の他、第２９回世界新体操選手権三重大会、伊勢湾台風５０年事業「２
００９防災のつどい・みえ」、木曽三川公園「流域祭２００９」、「子育て応
援！わくわくフェスタ」「第３回美し国三重市町対抗駅伝」「メディカルバレ
ーフォーラム２０１０」におけるＰＲブースの設置 など 

 
７ 平成２２年度の取組 

（１） 地域での美
うま

し国おこし 
   平成２１年度に引き続き、県内各地で座談会を開催するとともに、それを契

機としてパートナーグループの登録を進めていきます。そして、パートナーグ
ループの活動が自立・持続するよう、実行委員会が中心となって、サポートメ
ニューを活用いただきながら、しっかりと支援していきます。 

 

（２）テーマに基づき全県的に取り組む美
うま

し国おこし 
テーマに基づく取組の初年度となる平成２２年度は、これまでに登録いただ

いた１３２のパートナーグループ（平成２２年１月末現在）の活動の中から、
基本構想にある「人と自然の“絆”づくり」を理念とした「海の命・森の命」
をテーマ案として、関連するパートナーグループの交流・連携を進めるなど、
全県での取組として展開していくこととしています。 
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（３）平成２２年度当初予算案 
２１４，１８８千円（うち、実行委員会負担金１７５，５６６千円） 
 

８ その他「美
うま

し国おこし・三重」取組紹介番組の放送 

  三重テレビの「輝け三重人」において放送された「美
うま

し国おこし・三重」の取
組を１５分に編集し、紹介する番組を３回にわたって、三重テレビで放送してい
ます。 

  
  第１回  平成２２年２月 ７日（日） ９時００分から ９時１５分 
  第２回  平成２２年２月２０日（土）１２時３０分から１２時４５分 
  第３回  平成２２年３月 ７日（日） ９時００分から ９時１５分 
 

なお、同番組は２月１５日から３月３１日までの期間中、全ＣＡＴＶにおいて
も放送されます。 

 
 





担い手の育成（研修実績） H21.11.30現在

ファシリテーション研修（各会場とも定員２０名） 受講者数／定員数 52／60
日程 主な内容 津会場 四日市会場 伊勢会場

Step1

★ファシリテーションの基本
（2日連続研修）
・＜聴く力＞の養成
・場を和ませる技法
・ファシリテーション演習
・プロセスデザイン ほか

日時
8月8日（土）
〈10時～17時〉
8月9日（日）
〈10時～17時〉
場所：津市市民活
動センター
受講者実績：16 人

日時
8月29日（土）
〈10時～17時〉
8月30日（日）
〈10時～17時〉
場所：じばさん三
重
受講者実績：16人

日時：
9月26日（土）
〈10時～17時〉
9月27日（日）
〈10時～17時〉
場所：伊勢市観光
文化会館
受講者実績：20人

Step2

★ファシリテーションの実践
・「美(うま)し国おこし・三重」の座談会
等での実地研修
（コーディネーターが情報提供＆アドバイ
スでサポート）

8月中旬
10月上旬
（各受講者１回以
上実地を体験）
受講者実績：16人

9月初旬
10月中旬
（各受講者１回以
上実地を体験）
受講者実績：12人

9月下旬
11月中旬
（各受講者１回以
上実地を体験）
受講者実績：19人

Step3

★自分らしいファシリテーション
とは？ （1日研修）
・ステップ２のふりかえり
（実践での課題と将来の展望を共有）
・ファシリテーション全般についての
課題検討
・目標とするファシリテーター像

日時
10月10日（土）
〈10時 17時〉
場所：三重県栄町
庁舎
受講者実績：14人

日時
10月24日（土）
〈10時 17時〉
場所：じばさん三
重
受講者実績：10人

日時
11月21日（土）
〈10時 17時〉
場所：伊勢市観光
文化会館
受講者実績：15人

広報・情報発信研修（各会場とも定員２０名） 受講者数／定員数 51／60

日程 主な内容 桑名会場
桑名工業高校

尾鷲会場
尾鷲高校

伊賀会場
名張高校

１日目

「地域づくりに必要な広報とは？」
・広報の必要性について学ぶ
・ﾌﾞﾗﾝﾃﾞｨﾝｸﾞの手法について
・ﾌﾟﾚｽﾘﾘｰｽ作成・・・etc

日時
9月12日（土）
〈10時～17時〉
受講者実績：19人

日時
10月3日（土）
〈10時～17時〉
受講者実績：14人

日時
10月25日（日）
〈10時～17時〉
受講者実績：10人

２日目

「ｲﾝﾀｰﾈｯﾄやﾁﾗｼを用いた効果的な広報・情
報発信とはどんなもの？」
・ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ、ﾁﾗｼの特性を学ぶ
・ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ・ﾌﾞﾛｸﾞ作成など
・効果的なﾁﾗｼ作成・・・etc

日時
10月18日（日）
〈10時～17時〉
受講者実績：18人

日時
10月10日（土）
〈10時～17時〉
受講者実績：10人

日時
11月14日（土）
〈10時～17時〉
受講者実績：16人

３日目

「ﾋﾞﾃﾞｵｶﾒﾗを使った映像作りに挑戦！」
・映像制作の基本を学ぶ
・ﾅﾚｰｼｮﾝの原稿作成
・編集作業を体験
・まとめ、振り返り・・・etc

日時
10月31日（土）
〈10時～17時〉
受講者実績：14人

日時
11月1日（日）
〈10時～17時〉
受講者実績：12人

日時
11月29日（日）
〈10時～17時〉
受講者実績：10人
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平成２２年２月１０日現在
「美し国おこし・三重」実行委員会

オープニングⅠ

実施日 市町 場所 備考

平成２１年 ２月２８日（土）【済】 名張市 名張市桔梗が丘公民館 名張市主催の「地域づくり協議会」と「市民公益活動団体」との実践交流会と
併せて実施

平成２１年 ６月２５日（木）【済】 紀宝町 紀宝町福祉センター 紀宝町社会福祉協議会の「いきいきサロン」代表者会議と併せて実施

平成２１年１０月１５日（木）【済】 志摩市 志摩市阿児アリーナ 講師：矢野 憲一 氏 （元伊勢神宮神職・現NPO法人五十鈴塾塾長）
演題：「伊勢・志摩の食材と神様の食事」

平成２１年１１月 ４日（水）【済】 伊勢市 賓日館
講師：前野 まさる氏（日本イコモス国内委員会委員長）
演題：「道の世界遺産登録に向けて ～世界会議・国際交流シンポジウム

を総括する～」

平成２１年１１月 ８日（日）【済】 多気町 多気町民文化会館 「医食同源フォーラムin多気町」（主催：医食同源みえ（PG)）と併せて実施

平成２１年１１月２２日（日）【済】 桑名市、木曽岬町 ながしま遊館 講師：宮本倫明氏（「美し国おこし・三重」総合プロデューサー）
演題：「自立型地域創生術」

平成２１年１１月２９日（日）【済】 尾鷲市、紀北町 紀北町町民センター 講師：原 康久 氏（総務省地域人材活性化事業地域人材ネット）
演題：「自分の元気が地域の元気！」

平成２２年 ２月 ７日（日）【済】 熊野市、御浜町、紀宝町 紀宝町保健センター テーマ：地域の農業の未来を考える
※ パートナーグループであるアクティブファーマーズと共催

「対話する」大会（ワールドカフェ方式）

平成２１年１２月２０日（日）【済】 玉城町（伊勢志摩地域） 玉城町保健福祉会館
ふれあいホール

講師 田中 俊弘 氏 （岐阜薬科大学特命教授）
演題 「先人に学ぶ ～近世伊勢における本草学～」

平成２２年 １月２３日（土）【済】 津市（中勢地域） 津センターパレスホール 講師 藤田 志穂氏（元ギャル社長）
演題 「若者とつながる力」

平成２２年 １月３０日（土）【済】 桑名市（北勢地域） くわなメディアライヴ フォーラム：「第1回観光甲子園」のグランプリ受賞校（横浜市立みなと総合
高校）及び三重県内の優秀作品賞受賞校（三重県立名張高校）。

平成２２年 ２月 ６日（土）【済】 伊賀市（伊賀地域） 三重県伊賀庁舎
講師 河田 珪子 氏
（「うちの実家」代表 平成19年度地域づくり総務大臣表彰個人賞受賞）
演題 「ご近所付き合いの輪 ～みんなで創る安心社会～」

平成２２年 ２月１４日（日） 尾鷲市（東紀州地域） 尾鷲市中央公民館
講師 黒川 敬 氏
（NHK「難問解決ご近所の底力」NHK名古屋放送局チーフプロデューサー）
演題 「「ご近所の底力」発揮の秘訣」

オープニングⅡ

実施日 市町 場所 備考

平成２２年 ２月２８日（日） 津（全体） メッセウイング・みえ
展示ホール（A～B２面使用）

キックオフプロジェクトの実践発表
大規模交流会（ワールドカフェ方式）
パートナーグループによる展示、物販 他

オープニングⅢ

実施日 市町 場所 備考

平成２１年 ７月１９日（日）【済】 尾鷲市 熊野古道センター 語り部友の会１０周年記念事業と共催で、「美し国おこし・三重」交流会の実
施

平成２１年１１月 ４日（水）【済】
（再掲） 伊勢市 賓日館

講師：前野 まさる氏（日本イコモス国内委員会委員長）
演題：「道の世界遺産登録に向けて ～世界会議・国際交流シンポジウム

を総括する～」

平成２１年１１月１５日（日）【済】 紀北町 紀北町多目的会館
日本風景街道「伊勢熊野みち」推進協議会と共催で、「美し国おこし・三重」
交流会の実施。 講師：小倉肇（紀北町元教育長）

演題：「熊野古道の魅力とそれを活かしたまちづくり」

平成２１年 ７月１３～１５日（月～水）【済】 伊勢市 三重県営サンアリーナ 平成２１年度全国知事会議において「美し国おこし・三重」ブース設置

平成２１年 ７月２９日（水）【済】 伊勢市 三重県営サンアリーナ 第３３回全国高等学校総合文化祭において「美し国おこし・三重」ブース設置

平成２１年 ９月１１～１３日（金・土・日）【済】 伊勢市 三重県営サンアリーナ 第２９回世界新体操選手権三重大会において「美し国おこし・三重」ブース設
置

平成２１年 ９月２６、２７日（土・日）【済】 桑名市 桑名輪中ドーム・輪中の郷 伊勢湾台風５０周年事業「２００９防災のつどい・みえ」において「美し国おこ
し・三重」のブース設置及びパートナーグループによるブース設置

平成２１年１０月１１、１２日（日・月祝）【済】 岐阜県海津市 木曽三川公園 木曽三川公園「流域祭２００９」において「美し国おこし・三重」ブース設置

平成２２年１月１６、１７日（土・日）【済】 伊勢市 三重県営サンアリーナ 第４回子育て応援！わくわくフェスタにおいて「美し国おこし・三重」ブース設置

平成２１年２月２１日（日） 津市～伊勢市 三重県営総合競技場 三重県営総合競技場において「美し国おこし・三重」ブース設置

平成２２年２月２６、２７日（金・土） 伊勢市 三重県営サンアリーナ
メディカルバレーフォーラムにおいて、セミナー共催（２７日）と「美し国おこし・
三重」ブース設置（両日）
講師：食養料理研究家 市川加代子 他
演題：『台所はくすり箱』

メディカルバレーフォーラム２０１０

第２９回世界新体操選手権三重大会

伊勢湾台風５０周年事業「２００９防災のつどい・みえ」

第３回美し国三重市町対抗駅伝

木曽三川公園「流域祭２００９」

第４回子育て応援！わくわくフェスタ

拡大座談会（ワールドカフェ方式）

成果発表・交流会

熊野古道世界遺産登録５周年記念事業

第３３回全国高等学校総合文化祭

平成２１年度全国知事会議
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「美

うま

し国おこし・三重」キックオフプロジェクトについて 
 

 

平成２１年度は、「美
うま

し国おこし・三重」の取組の趣旨を県民の皆さんに、
より一層理解していただくとともに、取組に参画いただくため、実行委員
会が、「美

うま

し国おこし・三重」のモデルとなるパートナーグループの取組
をキックオフプロジェクトとして位置づけ、重点的に支援していきます。 

キックオフプロジェクトの選定は、実行委員会の企画委員会プロジェク
ト認定部会での議論を経て、次の１０件を採択しました。 

 
１ 桑名の千羽鶴（連鶴）プロジェクト 

パートナーグループ：桑名の千羽鶴を広める会 （６月 PG 登録済）  
主たる活動エリア：桑名市 ほか１０市町 
概要：国際協力・支援を実践している県内外の団体・教育機関と協力し、 

市民の「心」が込められた桑名の千羽鶴（連鶴）を同封した救援物の 
提供、現地日本人スタッフや海外からの留学生に対する「折姫の出前 
講座」などの仕組みの構築をめざし、活動を拡大していきます。さら 
に、子どもたち向けの講座や教材の無料化を図るため、桑名の千羽鶴 
（連鶴）の商品化や企業への出前講座による収益事業の実現と専用和 
紙の生産者開拓を図り安定化をめざします。 

 
２ 地産地消・商店街活性化・福祉のまちづくり連携プロジェクト 

パートナーグループ：三重・とらいあんぐる（８月 PG 登録済） 
主たる活動エリア：四日市市 
概要：四日市１番街において、商店街の空き店舗対策として、県内の安全

安心な食材を販売する定期的な「市」を開催し、イベント的展開から
恒常的展開をめざします。空き店舗の活用、販売要員として障がい者・
高齢者の参画を得て、収益による商店街活性化やコミュニティビジネ
スのモデル確立、さらには福祉のまちづくりをめざします。今年度は、
県内全域の生産者とのネットワークづくり、販売イベントを実施しま
す。 

 
３ 住民交流カフェプロジェクト 

パートナーグループ：ぽっかぽかの会（６月 PG 登録済）  
主たる活動エリア：亀山市 
概要：障がいを持った方々の働く場・集いの場となる地産地消の取組をタ 

イアップしたカフェの開業をめざします。営業的に成立させるべく、 
亀山市の地域風土や生産加工品を活かした個性あるメニュー（例えば、 
自然薯など）や雰囲気づくりを大切にしながら、亀山市内の生産者や 
加工グループとのネットワーク化を図ることによって、原材料の仕入 
れ方法の効率化、障がい者やその家族による生産加工のサポートシス 
テムの実現をめざします。 
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４ 手作り甲冑プロジェクト 
パートナーグループ：NPO 法人 三重ドリームクラブ（８月 PG 登録済）  
主たる活動エリア：津市  
概要：県内に伝わる伝統祭の保存及び継承、地域イベントの支援を目的と 

して設立された NPO 法人で、2 年前から津まつりの盛り上げと市民 
の参加を実現するべく取り組んでいる「手作り甲冑教室」は、甲冑の 
完成度の高さや城下町である地域性を祭りに表現できる試みであり、 
今後、手作り甲冑教室の開催機会の増、組み立てキットや完成品の販 
売、甲冑や甲冑隊のレンタル展開を目指します。今年度は、子供向け 
手づくり甲冑の製作開始、ＷＥＢインフラの整備（事業紹介や手づく 
り甲冑教室参加者募集など）、甲冑利活用（ＰＲ）手法の検討や試行 
を行っていきます。 

 
５ たき環境くらぶ“竹遊号”プロジェクト 

パートナーグループ：たき環境くらぶ“竹遊号” （ちきゅうごう） 
（８月 PG 登録）  

主たる活動エリア：多気町  
概要：多気町民等で構成する「多気町まちづくり仕掛人塾」は、クリスタ 

ルタウン（商業・工業・環境ゾーンからなる複合的開発エリア）の中 
心に、地域住民の交流拠点となる公園づくりを進めてきました。今回、 
より幅広い住民に参画してもらい、また主体的に活動していくために、 
｢たき環境くらぶ“竹遊号”｣という新たな組織を立ち上げました。住 
民・企業・学校・各種団体等と行政が協力して、クリスタルの森(町 
公園）を管理するとともに、ここを拠点に環境に関する各種活動を展 
開していきます。また、クリスタルの森だけにとらわれず、町や広域 
的な地域を対象とした「環境を考えたまちづくり｣「循環型のまちづ 
くり」を進め、環境各分野で活動する団体とのネットワークづくりを 
行い、これらの活動を通じて“竹”を主要なテーマの一つとして取り組 
んでいきます。 

 
６ 参宮ブランド｢擬革紙｣復興・振興プロジェクト 

パートナーグループ：参宮ブランド｢擬革紙｣の会 （６月 PG 登録済） 
主たる活動エリア：玉城町 ほか３市町  
概要：江戸時代から昭和初期まで、伊勢地方では伊勢参宮の軽くておしゃ 

れなお土産品として、動物の皮革を模した｢擬革紙｣を使った煙草入れ 
などに加工され、人気を博していました。「擬革紙」を現在によみが 
えらせることが、このプロジェクトの骨子です。和紙の種類や貼り合 
わせの溶剤製造法等のかなりの部分が不明ですが、製造のための機械 
の一部は再現され、製品現物は現存しています。 

 
７ 地域の文化人をテーマにした地域づくりプロジェクト 

パートナーグループ：乱歩蔵びらきの会（７月 PG 登録済） 
主たる活動エリア：名張市  
概要：乱歩生誕の地という歴史的背景を子どもから大人まで広く市民に認 

知してもらい、作品や人物像についての理解、興味を促して地域に愛 
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着を持っていただくことを目的として、乱歩作品を題材にした舞台公 
演や講談会、展示会などの活動を実施してきました。「乱歩のまち・ 
名張」として、子どもから大人まで楽しむことができる乱歩作品を舞 
台上演する劇団を創設し、乱歩生誕の地で実施日のみ出現する専用仮 
設テントで公演することを目指します。また、同時に三重県内各地の 
乱歩関連グループや東京豊島区（乱歩が最後の地として選んだのが池 
袋）、立教大学（乱歩資料や邸宅の管理者）とネットワークを構築し、 
乱歩サミットの開催や巡回講演を各地で展開していくことを目指し 
ます。 

 
８ 下河内の里山を守るプロジェクト 

パートナーグループ：下河内の里山を守る会 （６月 PG 登録済） 
主たる活動エリア：紀北町  
概要：４世帯５人になった下河内地区の歴史と生活文化を継承していくた 

め、下河内住民と下河内を愛する有志が集まり、地域産品の蕎麦を利
用した蕎麦打ち体験、農地整備などを実施しています。本年度は地域
産品の販売による活動資金の確保や蕎麦打ちのスキルアップ、田畑や
渓流などの自然資源を活用した体験メニューの開発などを行います。 

 
９ 東紀州地域の農業を守れ 侍プロジェクト（七人の農業人獲得大作戦） 

パートナーグループ：アクティブファーマーズ（７月 PG 登録済）  
主たる活動エリア： 紀宝町 ほか４市町 
概要：東紀州地域でも農業の現場では就農者の減少が続き、特に中山間地 

の小規模な耕作地などは耕作放棄が続いています。地域での農を維持 
していくことは、産業としての農業にとどまらず、地域の歴史・文化 
や慣習・修景などの地域アイデンティティーを維持していくことにつ 
ながります。アクティブファーマーズは、東紀州地域の若手農業経営 
者のグループです。毎年七人の新規就農者を確保し、産地（南紀みか 
ん、梅）としての規模を維持するために、「情報発信手法」、「就農希 
望者とのコンタクト」、「受け入手法の検討」、「地域交流拠点づくり」、 
「農地・借家問題の解決」、「集落やグループでの支え合い手法の検 
討」など新規就農者に対する支援活動を展開し、農業を核とした地域
活性化の活動を目指します。 
 

10 医食同源・三重の生物資源利活用プロジェクト 
パートナーグループ：「医食同源みえ」（５月 PG 登録済）  
主たる活動エリア：伊勢市 ほか１８市町 
概要：統合医療（西洋医療と漢方、鍼灸、中医、民間療法など伝統医療を 

統合した医療体系）の考え方を「医食同源」というわかりやすい言葉 
でアピールし、その運動の裾野を広げていくために、県内各地の統合 
医療に関心のあるメンバーを中心に産官学民連携で設立されました。 
「伝統薬の復活」「山野草・薬草を核にしたツーリズムの振興」「薬 
膳・健康食の提供」「ライフスタイルの啓発」など、県内のグループ 
のネットワークを構築しつつ、各グループの活動を支援する中間支援 
組織をめざします。 


